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論文内容要旨

 低体渥麻酔法は手術侵襲を軽減し,組織代謝を低下させることから,甲状腺機能亢進症の手術

 に対して応駕が試みらわ,轄に重症例に於いては,前処置期蔚の短縮,術中・術後反応の軽滋に

 効果的である。しかしその反面,術中反応の抑制は極めて良好であるが,術後反応は皆無とは害

 い難い。従て本法の甲状線内買一ド代1謝の実体を検索し,術後反応と甲状腺機能との関連を追求

 し.更には前翅,置期瀞を極度に短縮した場合の,衛後反応の予防対策に資するため,本実験を行

 った。
動物実験

 家兎6藻匹を使用し,無麻酔時及びエーテル全麻並びに低体温麻酔施行後0,6,12時紳,

 可,2,5,5,7日目に甲状腺を捌除した。麻酔時階は5時樽とし,低体温麻酔羅では1氷水浸
 ユきま

 濃法により,2ア℃で2時間維持する様にした。甲状腺捌除2時簡前に1を静注した。剔出
 エおエ

 甲状腺は1摂取率(2時謄値)測定後,酵崇加水分解を行いベーパーぞ・マトグラフィーを施
 

 付し,沓含1アミノ酸分翻の計測を行い投与1131の合成状況を検索した。

ユ
 

 1摂鮫率:低体温麻酔直後より6時間蓬がもっとも低値であり,24時閥前後で一時的に急

 に対照例に近い上昇と,そ即に引き続ぐ低下があり。以後漸次回復して低体温麻欝後7日目に略

 対照無麻酔例と隅値を示すに至った。之に反しエーテル全麻群では,麻酔後12時瀞前後で極ぐ

 軽度の摂取能低下を認めた外は大き友変動はみられ友かつた。

 甲状線内アミノ酸分醐:無機ヨード(ゴ),モノヨードチ・ジン(MエT)分醐は低温後5日

 瀞は対照例より高い含有率を示し,7日では対照例の値に復し喪。之に反しジ週一ドチロジγ

 (DIヨ9),サイロキシン(904)分画では逆に低温後5臼臨にわた少て禽有率の低下をみ,且つ低

 体温麻酔直後より漸次増加して対照例のそれに近ずく傾向がみら爵た。

 即ち低体混麻酔後5田麟は,甲状腺ホルモγ合成の前段階的物質の含有度が高ぐ,終末段階の
 

 ホルモン量が少かったことは,甲状振ホルモy合成の抑制を派している。しかし1摂取率の増

 加著るしい低温後備2時騎では1が,更に24時瀞ではMエTの減少が著るしぐ,同時にD‡T

 T4含有率が一時的に増撫し,各アミノ酸分醸騨の転換が遠やかに友っていた。この薯は鹸詑の
 
 1摂取率の一過性変鋤と相俟って,この期御の短時櫛乍らホルモン合成能の急激た一時的回

 復を示し,一種のRebo雌亘d現象とみたさわる。

 之に反してエーテル全麻群では・麻醗後6り}12時貯でホルモン合成能の低下はみられはした
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 が,極めて軽度月』つ短、時間で薩ちに前値に回復して冷リロ,低体温麻酔騨との融に著るしい差がみ

 ら勲た。

臨 鉢 例

 甲状腺機能亢進癒愚老25例,即ちエーテル全麻8例,低体温麻醜15例の麻酔時の甲状線内

 ヨード代謝について聞様の検討を試みた。低体温麻醜群はエーテル全麻群に比し,重症例が多ぐ,

 術前の甲状懐磯節磯状態がよ嫡度で,麻酔時あ1131摂取率でも尚低温騨に於いて幾分高値で

 あった。

 甲状腺内アミノ酸分爾:低温群では1,Mエ丁含有率が高ぐ,暇は逆に全麻群の%の低値

 を示した。しかし無機ヨードから有機ヨードヘの転換は却って低温群に速やかであり,メルカゾ
ゆ

 一ルによる沈欝が不良であることを示し麦。それでも低温群では尚丁4含有率,投与1に対す

 るr24合成率の減少が著明で,低体温麻酔による甲状線内ホルモン合成過程(くの抑制が高度であ

 ることを癒している。

 以上の如き実験成績から,低体温麻酔後の甲状線機能は5霞懸にわたって抑制をうけ,その抑

 制効果はエーテル全麻に比し,遙かに強ぐ且つ長時蹄であった。又低体温麻酔後12～48時澄

 では低温により低下した甲状腺機能にRebouna現象と思わカる可成り急激た甲状線機能の翠

 動のみら即たことは注属に値いし,こおが術後反応に重要友役割を演じているものと推測さ煮る。

 その後は7日迄略一様に緩除友機能回復を示しており,この事から低体温麻酔後24時愚前後の

 管理に充分注意す酒ぱ,臨昧でも更に好結果をもたらし縛るものと考芽られる。

 臨床例に於ける低体温麻鉾症例では,手術前処置による沈静が不充分たことが,ホルモン合成

 過程の分析からも伺か煮たが,それにも拘らずlr4含有率,丁善合成率の低下が著明で,低体温麻

 酔による甲状腺ホルモン合成能の低下を実証することが出来た。
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 審査結果の要旨

 

 低体温麻麟法を甲状腺機能亢進症の手術に対して試みられ,樽に1重症例に於ては,前処置期間

 の短縮,術中,術後反応の軽減犀効果的であると考えられるが,著潜は本法を行った場合グ)甲状

 腺内ヨード代謝の実体を検索し,術後反応と甲状腺機能とフ)関連をみ,更には前処置期間を極度

 に短縮した場合,本法を利胴し得るやを実験した。

 '即ち,家兎61匹を使用し,無麻酔時及びエーテル全麻並びに低体温麻酔施行後0,6,12時罵

 り,2,5,5,7日目に甲状腺を易畷余した。麻濯捧1博聞は5鐸寺聞とし,低奴撮麻酔群では永承{憂漬1法に

 より,27℃で2時間維持する搬にした。甲状腺棚除2時間前にゴ3iを静注した。棚田甲状腺
 ユきエ

 は三摂取率(2時間値)灘定後,酵素加水分解を行いベーパーク・マトグラフイーを施行し
 エぢまエきま

 谷倉1アミノ酸分割の謂測を行い投与1の合成状況を検索している。

 又編床的には,甲状腺機能フ難症患者25例・即ちエーテノレ全麻8例・低体温繭卸5例の

 麻醗時の甲状線丙ヨード代謝について同様ク)検討を試みた。

 その結果,低体温.麻酔後の甲状腺機能は5旧聞にわたって柳綱をうけ,その抑制効果はエーテ

 ル全麻に比し,遙かに強く且つ長時闘であった。又,低体温麻酔饅12～48時圏では低温によ・

 りほ下した甲状線機能にReb。UBd現象と思われる可成り急激な甲状腺機能の変動のみられた

 ことは注駕κ値いし,これが術後反応に重嬰な役割を演じているものと推灘される。その後は7

 β迄略々一横に緩徐な機能回復を示して論り,この箏から飯館温麻酔後24時間前後の管理に充

 分注意すれぱ,臨床でも更に好結果をもたらし縛るものと考えられるとしている。

 又,臨家例に於げる紙体温麻酔症例では,手術前処置による沈静が不充分なことが,本ルモン

 合成過程の分析からも伺われたが,それにも拘らず丸含有塁7Tイ合成墨の低下が薯朋で・低

 体温麻酔による甲状腺ホルモン合成能の低下をi実証することが出来たとしている。

 よって本研究は学位を授与するに値するも¢)と判定する。
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